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地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は23項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 令和7年3月4日

事業所名 ミモザ宮前

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和7年4月23日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1495500645

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 ミモザ株式会社
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和7年3月4日

事　業　所　名

〒216-0044

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～ 10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、ミモザ株式会社の経営です。ミモザ株式会社は本社を東京
都に置き、東京・神奈川県・千葉県・埼玉県の首都圏を中心に、宮城県・静
岡県において有料老人ホーム・高齢者向け住宅・グループホームなどの入居
系サービスから、小規模多機能型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護・
デイサービス・訪問介護・居宅介護支援・ショートステイなどの居宅系サー
ビスまで、利用者のニーズに応じて様々なサービスを展開しています。ここ
「ミモザ宮前は、東急田園都市線「鷺沼駅」もしくは「梶が谷駅」からバス
で、野川台バス停から徒歩5分の閑静な住宅街（戸建て住宅団地）の中にあ
ります。
●事業所の理念「一人ひとりに寄り添い笑顔あふれる明るい施設」を目指し
て令和7年3月1日より新管理者の基で、理念に即したケアを実績すべく、
日々の関わりの中で、入居者の好きなこと、出来ることを見出し、日常生活
の中に取り入れながら入居者の笑顔を引き出せるような支援を心がけていま
す。入居者と関わる際には、笑顔を絶やさないようにして、理念の具現化に
努めるとともに、新体制作りに力を入れています。
●地域密着型サービスの意義を踏まえ、地域に根付いた事業所運営を目指す
とともに、地域資源として地域に寄与出来ることは積極的に取り組んで行き
たいと考えています。

ご入居者様がその方らしく生活できるよう、出来るところはご自身で、できないとこ
ろはご支援させて頂き、寄り添う介護を目指し、終の棲家として最後までお世話をし
ます。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

令和6年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

同上指 定 年 月 日

ミモザ株式会社

1495500645
令和2年10月1日

令和7年4月23日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

令和7年4月28日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和7年2月24日

https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

ミモザ宮前

登録定員

通い定員

神奈川県川崎市宮前区西野川3-4-1

宿泊定員

定員　計

https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/
https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/
https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/
https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/
https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/
https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/
https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/
https://mimoza-care.com/facility/group-home/post-1484/


56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 〇 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ミモザ宮前グループホーム

２階

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

 ２か月に１回の開催により、地域包括の担当者様と
情報のやり取りを頂いている。　　　また、最近１
年で他社GHとの合同の運営推進会議を行う事が有
り、より多くの情報を得ることが出来るようになっ
た。今後の運営・サービスの向上に役立てていきた
い。

2ヶ月に1回奇数月に3,4施設合同開催という形で行う
こともあります。他法人のグループホームの情報や
地域の課題を共有することで、サービスの向上に努
めています。また、地域包括支援センターには空き
情報の提供や有識者としての意見等をいただいてい
ます。会議の内容は議事録に纏め、自由に閲覧でき
るようにしています。

自治会長・民生委員・家
族にも参加していただけ
るような取り組みや工夫

を期待致します。

 必要な事務処理上の連絡が主となっており、綿密な
話し合い等は行っておらず協力関係は整っていない
のが現状。

川崎市からの研修案内でステップアップ研修、実務
者研修、カスハラ対応研修にケアマネジャーが受講
し、フロア会議で伝達研修を行い、情報の共有化を
図っています。宮前区グループホーム協議会に加入
していますが、他の事業所とも連携出来る協力体制
の構築を目指しています。また、生活保護受給者の
受け入れを行っている関係で、宮前区の生活保護課
とも随時情報共有や年1回面会にも来られています。

今後の継続

 地域との繋がりは依然として希薄なままで事業所全
体の大きな課題となっている。　　　　 今後地域自
治会に加入し、地域の一員としての交流を図ってい
きたい。

開設から4年が経ちますが、コロナ禍での開所だった
こともあり、依然として地域とのつながりが希薄で
あることから、足掛かりとして、自治会への加入を
目標としています。日常的に、散歩時などに挨拶を
交わすことはありますが、地域行事への参加、保育
園との交流などを通して、事業所の認知度を高め、
地域の方が気軽に立ち寄れる事業所作りを目指して
います。

今後の継続

 相談窓口は設置しており、問い合わせには対応出来
る状態だが、地域の中でのGHとしての認知が進んで
おらず、貢献には至っていないのが現状。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

 理念の共有及びその実現に関しての意思疎通は行え
ているが、実践に関してはまだまだ足りていないと
感じている。

法人の経営理念と事業所の理念を事務所内に掲示し
ています。また、事業所独自の目標を設定し、月1回
のフロア会議時に、理念と目標に沿った支援を実践
できているか振り返りを行っています。実践で出来
ていない部分や、気付きを話し合うことで、共通意
識を図るようにし、理念・目標の具現化に努めてい
ます。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

 ２ヶ月に１回の研修を行い、身体拘束廃止を目指す
取り組みを行っている。

身体拘束等の適正化のための指針、マニュアルを整
備し、入職時に身体拘束をしないことを説明してい
ます。年2回は、身体拘束の研修を行い、定義・事
例・種類等について学び、理解を深めています。
ミーティングにおいて、2ヶ月に1回身体拘束委員会
を開催し、対応で苦慮していることや、言葉がけな
ど、ケアの振り返りを行い、身体拘束をしないケア
に取り組んでいます。

今後の継続

 管理者・施設長及び一部の職員は制度について理解
をしているが、全体での周知は行き届いていない。

 管理者が実際に時間を掛け、ご家族。ご利用予定者
へ質疑応答を経てご理解・ご納得を頂き締結出来て
いる。

今後の継続

 運営推進会議、運営懇談会等の機会を設けてはいる
が参加率が芳しくなく、必要なご意見の吸い上げが
出来ていないように感じる。　 面会が頻回にあるご
家族からはご意見・ご要望を頂くことが有るが、件
数自体は少ないように感じる。

入居時に、重要事項説明書に明記している苦情相談
窓口について説明しています。家族からの意見要望
は、面会や電話連絡時の近況報告と併せて伺うよう
にしています。家族から聴取した意見や要望は、連
絡ノートや申し送りで情報を共有しています。運営
推進会議や運営懇談会など、家族からの意見要望を
聴く機会は設けていますが、参加率が芳しくない状
況です。

運営推進会議や運営懇談
会に1家族でも多く参加
していただけるような工

夫を期待致します。

 身体拘束と並んで防止徹底に努められるよう研修と
日々の介護手順を確認するよう職員全体に発信して
いる。

高齢者虐待防止の指針、マニュアルを整備し、入職
時に虐待によって起こり得る弊害等について説明し
ています。年2回は、高齢者虐待防止の研修を行い、
定義・事例・種類等について学び、理解を深めてい
ます。ミーティングにおいて、虐待防止員会を開催
し、事例検討や不適切ケアについて話し合い、虐待
防止に努めています。入浴時には身体チェックも欠
かさず行い、身体異常の早期発見に努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

 ご入居初期を始め定期的に困り事が無いかをご本人
に尋ねている。解消可能なものは積極的に解決を図
る。
難しいものはご家族のご協力を頂き、解消に向け努
めている。

 同業他社と交流する機会の創出は特に行われていな
い。各事業所に委ねられている。

 各種の手当、労働環境の改善に動いているが労働者
側との乖離が大きいように思える。

入職時に、勤務・服務・給与・休暇規程などの就業
規則について説明しています。法人ではキャリア
アップ制度と人事考課制度を導入しており、個々の
実績や資格取得によってキャリアアップや給与に反
映されるなど、職員がやりがいや向上心を持って働
ける環境や条件が整備されています。希望休・有給
などについては、極力希望通り取れるよう調整しな
がらシフト作成を行っています。

今後の継続

 研修制度が用意されており、一部参加必須の研修が
あるが現場との兼ね合いもあり実際に参加には至ら
ない事が多く見られる。

法人では人材育成に注力し、教育・研修体制、キャ
リアアップの内容についても充実しており、階層・
職種別に分かれた研修制度が構築され、各職種にお
いて研鑽できる機会が設けられています。さらに
「ミモザ総合研修所」と称した介護のプロフェッ
ショナルを目指すための様々な研修プログラムを開
講していますが、現場との兼ね合いから、思うよう
に参加できていません。

今後の継続

 月に一回ユニットミーティングを行っており、ご利
用者カンファレンス・運営協議を行っている。また
２か月に1回全体ミーティングを行い、施設運営に関
する意見交換を行う機会を設けている。

管理者は、業務や休憩時間、出退勤時など、日常的
に意見や提案の聴き取りを行っています。月1回のユ
ニットミーティングでも意見や提案を聴く機会を設
けており、日常的に吸い上げた意見や提案も議題に
挙げて意見交換を行い、ケアや業務改善につなげて
います。決定事項は、申し送りノートに記入して、
全員で共有しています。

今後の継続
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

 旧友との繋がりに関してはご家族に一任している。
面会に関しては制限はつけていない。

現在はコロナ禍以前のように通常通り面会を受け入
れていますが、社会情勢や事業所内で感染症が発生
した際には随時家族にお知らせして、面会制限を
行っています。旧友とのつながりについては、家族
に一任しており、家族から承諾を得ている方につい
ては、面会していただいてます。電話や手紙などの
遣り取りを希望される方は、取り次ぎや葉書の準
備・投函を手伝うようにして、関係性を継続できる
ように支援しています。

今後の継続

 出来うる限りの自立支援に則った介護の提供に努め
ており、ご利用者が生活の中で何かしらの役割また
は生きがいとなる物事を持って頂けるよう支援を
行っている。

 ご利用者の状態を定期的にご連絡し、面会に来て頂
いた際などに職員が行うのは難しい事(外泊・遠出な
ど)を依頼し、ご家族との時間を過ごして頂けるよう
ご協力を賜っている。

 ご要望・ご意見をはじめ疑問点は早期に解消するべ
く、いつでも連絡を頂けるよう配慮を行っている。

 ご入居に際しての一番のニーズを聞き出し、それに
応えられる体制が整っているか、そのサービスを提
供出来るか真摯にお伝えし安心してお任せいただけ
るよう努めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

 日々の申し送りをはじめ、特変があった場合は記録
媒体へ心身状況の書き留めを行って職員が連携して
対応出来るように努めている。

 ご本人の主訴を第一に、意思表明が難しい場合はご
家族の意向を反映した介護を実現できるよう努めて
いる。

入居前面談で、本人・家族・介護支援専門員から、
生活歴・既往歴・趣味・嗜好品・暮らし方の希望な
どの情報を聴き取りながら、アセスメントシートを
作成しています。入居後は会話・表情・仕草などで
得た情報を個人記録や申し送りで共有しながら、思
いや意向の把握に努めています。意思表示の難しい
方は、職員間で本人本位に検討したり、家族・キー
パーソンからも話を聴くようにして、思いや意向に
沿った支援につなげるようにしています。

今後の継続

 ご本人の生活リズムに沿いながらサービスの提供が
行えるよう努めている。

 ご利用終了後もご相談頂ければバックアップ出来る
体制を整えている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

 一人一人の人格を尊重し、相性の善し悪しを考慮し
た関わり合いが持てるよう支援・配慮を行ってい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

 施設全体で地域との交流が乏しい為、地域資源の把
握は今後の課題となっている。

 ご利用者各位の心身状況を往診前にお伝えし、往診
医が当日スムーズに対応出来るよう体制を整えてい
る。

入居時に事業所の協力医療機関について説明し、本
人・家族の希望を尊重して主治医を決めていただく
ようにしています。協力医療機関に切り替えた方は
月2回の訪問診療を受診していますが、従来のかかり
つけ医での受診、内科以外の受診については、家族
対応を原則としています。歯科医は必要な方のみ契
約して、口腔ケアや必要な処置を受けています。看
護師は週1回、健康管理や爪切り等の処置をお願いし
ています。主治医とは、24時間のオンコール体制を
確立しています。

今後の継続

 紙媒体の記録表とiPadを使用したアナログとデジタ
ルの記録媒体を活用し、職員間の情報共有の手段を
取っている。

 ご利用者並びにご家族を取り巻く環境の変化による
ニーズの変化に出来うる限り対応できるよう努めて
いく。

 ご家族のヒアリングが現状ではあまり行えていな
い。その為、ご本人の主訴と職員の意見を交えたケ
アプランとなっている。　　　　　今後はご家族の
ニーズも取り入れたケアプランの作成を目指した
い。

入居時はアセスメントで得られた情報を基に初回の
介護計画を作成しています。入居1ヶ月程度様子を見
ながら、身体状況や暮らしぶりなどの細かい情報収
集に努めています。その後、カンファレンスでモニ
タリングとアセスメントを行い、必要に応じて介護
計画の見直し・変更をかけています。介護計画の見
直しは半年ごとの見直しを基本とし、特変があれば
その都度見直しを行っています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

 災害発生時の対応に関してはマニュアル化がされて
いるものの、職員各自への周知が行き渡っていない
のが現状。

年2回の訓練では昼夜の火災・地震を想定して行って
います。うち1回は併設している小規模多機能との合
同訓練を行っています。すぐ裏手が竹林となってい
ることから、ハザードマップ区域に入っており、土
砂災害時の対応についても方針を定め、土砂災害を
想定した訓練も行っています。備蓄については、3日
分の水・食料・衛生用品などを準備しています。

今後の継続

 重度化、終末期に係ったと判断された場合に事業
所・協力医療者・ご家族と今後の方針、最後の迎え
方について協議する体制を整えている。

入居契約時に「重度化や終末期ケアの指針」につい
て説明し、併せて救急搬送や延命処置などの意向も
確認しています。これまでに看取りの実績はありま
せんが、状態の変化が生じた際には主治医・家族・
事業所による話し合いの場を設け、改めて家族の意
向を確認し、意向に沿った支援を行う方針としてい
ます。

今後の継続

 有事の際の対応をマニュアル化し全職員がそれに
沿って行えるよう周知している。　　　今後の課題
としては定期的にシュミレーションを行う機会を創
出する。

 往診医同様、担当看護師へ情報の共有を図り、適切
な処置を受けられるよう努めている。

 入退院時は即時に関係者への情報提供を行い、また
定期的に対象者の病状を聞き取りし退院後受け入れ
の体制を整えられるよう努めている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

 現在提供する食事は湯せん形態の為、調理のお手伝
いは行っていない。
食事レクの際はご利用者の実行可能な範囲での調理
のお手伝いを行って頂く。

食材業者からレシピ付きで発注し、管理栄養士に
よって栄養計算された食事を、湯煎もしくは加熱を
加えて提供しています。季節や行事にちなんだ料理
のラインナップも用意されており、個々の嚥下能力
に応じた食事形態(刻み・ムース等)で提供していま
す。本人の負担にならない程度に野菜を洗ったり食
器拭きなどを手伝って頂き、残存能力の維持につな
げています。月1回はおやつ時に食レクの日を設け、
食を楽しんでいただけるよう支援しています。

今後の継続

 職員の業務ルーティーンに沿った介護を提供するの
ではなく、日々のご利用者の体調・心理を反映させ
たその人一人一人の介護を実践できるよう努めてい
る。

 洋服など、ご本人が気に入ったものを着用して頂け
るようお声掛けと支援に努めている。

 声掛け一つでもご利用者の虐待に繋がる為、尊厳を
傷付けず相手に配慮したお声掛けを行うよう職員一
同に徹底するよう働きかけている。

入職時のオリエンテーション・入職後の年間研修・
法人研修(ミモザ総合研修所）において、認知症ケア
研修・接遇・プライバシーについて学んでいます。
ケア方針に則ったケアを実践すべく、否定的な対
応・羞恥心や自尊心に対する配慮・言葉遣いには、
特に留意してケアにあたっています。

今後の継続

 ご利用者に行動を強いることはせず、選択肢の中で
自己決定が出来るようにお声掛け、働きかけに努め
ている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

 日中の体操やレクリエーションによって運動不足の
解消を図っている。              また医療と連携
し、適切な薬の力も借りて便秘の予防に繋げてい
る。

 形式上の入浴表を用意しているが、その日のご利用
者の体調・要望を加味して行っている。

入浴は週2回を基本とし、入浴日や時間もある程度決
めていますが、入浴前にはバイタルチェック、本人
の希望を確認し、本人の希望を尊重した柔軟な対応
を心がけています。各フロアの浴室には、リフト
キャリーが設置されており、車椅子の方や浴槽を跨
ぐことが困難になっても浴槽に浸かっていただくこ
とができる環境が整っています。

今後の継続

 毎食後、口腔ケアのお声掛けと義歯(使用している
方は)の洗浄を行っている。　　　　　　自力でのケ
アが難しい方には適宜介入し支援を行っている。

 定時でのお声掛けにより自力での排泄が行えるよう
習慣作りを行っている。

排泄表を活用し、一人ひとりの排泄表の把握に努
め、タイミングを見計らった声掛けでトイレ誘導を
行っています。自立の方にはトイレに設置されたブ
ザーを推していただくようにして、職員が確認して
チェック表に記入しています。便秘の方について
は、主治医や看護師と連携して、下剤を処方して頂
いたり、乳製品や水分補給等の提供をしています。
夜間はその時々の状況に応じて、総合的に職員の判
断に任せています。

今後の継続

 記録媒体にて一日の食事・水分摂取量の統計を取っ
ている。また排泄表の確認も行い、排尿量から水分
摂取の目安に活用している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

 ご利用者間のトラブルに発展しないよう注意を払い
つつ、ご自身とご家族の責任のもと所有の判断を委
ねている。

 趣味が有る方はそれが行えるよう、また継続してい
けるよう支援を行っている。　　　　それ以外の方
も行事レク等の参加を積極的に促し、日々を出来る
だけ楽しんで頂けるよう支援している。

 外出の要望がある方は日中帯にて施設付近の散歩を
行っている。また定期的に数名ずつに分かれてドラ
イブを行ってご利用者の気分転換を図っている。

日常的な外出支援は天気や気候、利用者の体調を考
慮しながら玄関先での日光浴、事業所周辺を散歩に
お連れしています。小規模多機能の車を借りて、買
い物やドライブがてらに花見をするなど、季節感を
感じて頂くことも意識しながら支援を行っていま
す。

今後の継続

 ご利用者一人一人の生活ペースを尊重し、どなたで
も好きなタイミングで休息頂けるように配慮してい
る。

 現状はご利用者各位の服用薬の種類・効能・副作用
について周知が出来ていない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

 ご本人の趣味の物、お気に入りの物などを制限なく
装飾いただけるよう配慮している。

居室にはエアコン、クローゼット、介護用ベッド、
タンスが完備されています。入居時には、使い慣れ
た家具。寝具類などを持ち込んで頂き、利用者本人
にとって居心地よく過ごせる居室作りをお願いして
います。人によって、テレビ・ご位牌・家族写真な
ど思い出の品を持ち込まれ、その人らしさが表現さ
れた居室作りとなっています。

今後の継続

 ご利用者各位の身体状況を加味しそれぞれが共同し
て生活が行えるよう、必要に応じた介護用具を導入
したり動線の確保をして安全に配慮している。

 施設内は四季を感じれるよう装飾を施すよう努めて
いる。
生活空間は一定の快適と思われる温度を保ってい
る。

共用空間は安全に過ごしていただけるよう、動線の
確保や整理整頓を心がけています。また、季節感を
取り入れた装飾、清潔感を意識し、換気やアルコー
ル消毒も定期的に行うなどして、感染症防止策も講
じられています。室温・湿度・採光も職員目線でな
く、利用者が快適に過ごせるよう管理されていま
す。壁には行事の写真や、利用者と一緒に作った季
節の作品を飾り、季節感を取り入れるようにしてい
ます。

今後の継続

 フロア内では誰もが自由にくつろげるようにソファ
を設置している。

 ご利用者またはご家族が面会に行けず、電話でのや
り取りを希望された際は支援している。
またご利用者がご家族と連絡を取る事を望まれた際
は、事前にご家族に確認の上行っている。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 2 地域への認知と貢献

当施設を認知して頂
き、地域の一員として
共に根ざしていけるよ
うにする。

5年

2 10
ご家族からのご要望を
運営に反映する

ご家族からのご要望を
正確に把握しまた、ご
家族から信頼を頂ける
施設にする。

1年

3 35
有事の際の対応への周
知。シュミレーショ
ン。

有事の際に全職員が適
切な対応を取れるよう
にする

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

地域自治会への加入、
イベントへの参加を
行っていく。

懇談会の開催など、ご
家族と接する機会を増
やす。

マニュアルの熟読と実
際に災害があった想定
でのシュミレーション
を定期的に行う。

目　　標

ミモザ宮前

令和7年3月4日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 〇 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 ミモザ宮前グループホーム

 ユニット名 ３階

　Ⅴ　アウトカム項目
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

運営推進会議を定期的に開催し、意見聞きレク
等に生かしている

介護サービス相談員が訪問しており、協力関係
を築くよう取り組んでいる

交流を行うよう取組中

相談できるよう体制を整えている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

共有を行っている途中
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

ご家族様からのご意見を頂戴したときには反映
できるように努力している

必要時説明を行い、後見人をつけている

契約時に行っている

研修を実施

研修を実施
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

現場任せに感じることがある

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

アセスメントをとり務めている

結果は厳しいが一定の整備に努めている

研修はあるが説明等が不十分であることがある

月に一度ミーティングを行い意見を反映できる
よう努力している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

これまでの生活リズムが継続できるようお話を
している

一方的なサービスにならないよう配慮を行って
いる

一方的なサービスにならないよう配慮を行って
いる

アセスメント時に聞くようにしている

ご家族様にご意見をお聞きしている

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

利用者様の生活リズムに合わせるよう取り組ん
でいる

利用者様の生活リズムに合わせるよう取り組ん
でいる

ご家族様よりご要望あれば行えるよう環境を整
えている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ご希望をお聞きし最大限行えるよう取り組んで
いる

集団生活ができるようお声掛けをしている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

電話連絡を行い情報共有を密に行っている

臨機応変に対応置出来るよう取り組んでいる

地域との交流が多くない

ご家族様やスタッフミーティングから情報を集
め実施できるようにしている

毎日申し送りを欠かさずに行っている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

緊急時のマニュアルを作成し回覧している

災害時のマニュアルは作成されている

情報がスムーズにできるよう退院時指示書をも
らうよう心掛けている

早いタイミングで主治医に相談し、主治医から
もご家族様に説明を行ってもらっている

訪問看護師と情報共有し適切な看護が提供でき
るように取り組んでいる
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

片付けをお願いし手伝ってもらっている

可能な限りご希望に沿うようにしている

可能な限りご希望に沿うようにしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

声掛けに気を付けるように配慮している

可能な限りご希望に沿うようにしている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

水分量を確認するなど予防に取り組んでいる

状況に合わせて柔軟に対応している

毎食後口腔ケアを行い必要に応じて介助してい
る

排泄記録を確認し定期的にお声掛けを行ってい
る

記録をするようにし見返している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

ご家族様の理解のもと金銭を所持している利用
差様もいらっしゃる

ご利用者様の様子に合わせて気分転換のお声掛
けを行っている

散歩等行うよう努めている

夜間眠りが浅い場合は日中に昼寝をするなど対
応している

変化については情報共有し主治医に相談するが
すべての薬の把握は難しい
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

使い慣れた道具を持ち込んでいただいている

転倒しないよう環境整備をし張り紙等を用いて
自立できるよう工夫している

プライバシーに配慮しており季節感が出る飾り
つけをしている

くつろげるよう配慮している

ご希望に合わせて電話対応できるようにしてい
る
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 2 地域との関係が弱い 地域の活動に参加する ３年

2 29
地域資源を活用しきれ
ていない

地域資源にどのような
ものがあるか把握する

１年

3 47
薬の理解が追い付いて
いない

どんな薬を服用してい
るか理解する

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

地域で行われるイベン
トに参加する

地域の情報を集める

ミーティング等で共有
する

ミモザ宮前

令和7年3月4日

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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